


歳
入

歳
出

町債（4.3％）
４億 9,576 万円

分担金・使用料 
諸収入等（5.1％）
５億 8,341 万円

繰入金（4.4％）
５億 774 万円

地方譲与税等交付金（5.6％）
６億 4,248 万円

府支出金（9.9％）
11 億 3,298 万円

国庫支出金（7.3％）
８億 3,695 万円

地方交付税（47.5％）
54 億 5,000 万円

町税（15.9％）
18 億 2,368 万円

自主
財源

依存財源

民生費（32.2％）
36 億 9,738 万円

公債費（14.5％）
16 億 6,444 万円

土木費（11.2％）
12 億 8,683 万円

総務費（9.6％）
10 億 9,904 万円

衛生費（9.4％）
10 億 7,596 万円

教育費（8.6％）
９億 8,896 万円

農林水産業費（5.1％）
５億 8,935 万円

消防費（4.9％）
５億 6,018 万円

商工費（3.1％）
３億 4,874 万円

議会費（1.0％）
１億 1,442 万円

その他（0.3％）
3,400 万円

労働費（0.1％）
1,370 万円

特別会計項目 令和４年度予算 前年対比
宅地造成事業特別会計 7,102 万円 0.0
下水道特別会計 16 億 3,830 万円 ▲ 2.7％
農業集落排水特別会計 2,985 万円 ▲ 4.9％
介護保険特別会計 ２8 億 9,700 万円 2.7％
土地取得特別会計 38 万円 1.6％
国民健康保険特別会計 23 億 3,430 万円 ▲ 4.1％
後期高齢者医療特別会計 ３億 6,830 万円 8.9％
財産区特別会計 9,651 万円 7.1％
公営企業会計（水道事業会計） 15 億 3,112 万円 15.6％

一般会計の歳入

特別会計予算額
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11 億 3,298 万円

国庫支出金（7.3％）
８億 3,695 万円
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町税（15.9％）
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1,370 万円

特別会計項目 令和４年度予算 前年対比
宅地造成事業特別会計 7,102 万円 0.0
下水道特別会計 16 億 3,830 万円 ▲ 2.7％
農業集落排水特別会計 2,985 万円 ▲ 4.9％
介護保険特別会計 ２8 億 9,700 万円 2.7％
土地取得特別会計 38 万円 1.6％
国民健康保険特別会計 23 億 3,430 万円 ▲ 4.1％
後期高齢者医療特別会計 ３億 6,830 万円 8.9％
財産区特別会計 9,651 万円 7.1％
公営企業会計（水道事業会計） 15 億 3,112 万円 15.6％

一般会計の歳入

特別会計予算額
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骨格予算骨格予算　　	１２：２で可決　　	１２：２で可決
令
和
４
年
度
当
初
予
算

内
容
説
明

　

令
和
4
年
度
の
当
初
予
算
は
、
町
長
・
町
議
会

議
員
選
挙
を
控
え
る
た
め
、
政
策
的
経
費
を
除
い

た
継
続
事
業
や
義
務
的
経
費
と
経
常
経
費
を
中
心

と
し
た
骨
格
予
算
と
し
て
、
上
程
さ
れ
た
。

　

令
和
4
年
1
月
補
正
予
算
お
よ
び
3
月
補
正
予

算
で
可
決
し
た
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
対
策
事
業

に
つ
い
て
も
、
新
年
度
予
算
で
切
れ
目
の
な
い
対

策
が
な
さ
れ
工
夫
さ
れ
て
い
る
。

　

多
く
の
議
員
が
様
々
な
角
度
か
ら
の
質
疑
を
行

な
い
賛
成
多
数
で
予
算
は
可
決
さ
れ
た
。

令和４年度



一体となって良い町を

45 ※ 原稿はすべて本人が提出しています。 ※ 原稿はすべて本人が提出しています。

問　

予
算
の
借
金
返
済
額
は

16
億
６
千
万
円
に
対
し
、
基

金
繰
入
を
４
億
２
千
万
円
し

な
い
と
予
算
が
組
め
な
い
。

返
済
額
を
12
億
４
千
万
円
に

抑
え
る
必
要
が
あ
る
。

企
財
課
長　

安
全
側
を
見
込

ん
で
歳
入
を
過
大
に
見
込
ん

で
い
な
い
結
果
。

問　

返
済
額
は
、
４
～
６
年

度
は
16
億
円
台
、
７
～
10
年

度
は
14
億
円
台
。
12
億
円
台

に
な
る
年
度
は
。

企
財
課
長　

そ
こ
ま
で
は
試

算
し
て
い
な
い
。
合
併
時
か

ら
償
還
額
は
16
億
～
18
億
円

で
や
っ
て
き
た
。

問　

合
併
特
例
で
財
源
が
あ

る
時
の
償
還
額
を
、
特
例
が

無
く
な
っ
て
も
続
け
て
い
る

こ
と
が
問
題
。

企
財
課
長　

交
付
税
算
入
率

の
高
い
起
債
に
置
き
換
え
る

等
の
必
要
が
あ
る
。

問　

町
長
選
出
馬
会
見
で
、

野
田
川
こ
ど
も
園
整
備
を
表

永
島
洋
視

明
さ
れ
た
。
さ
ら
に
借
金
を

し
て
、
財
政
健
全
化
が
出
来

る
の
か
。

町
長　

答
弁
を
差
し
控
え

る
。

学
校
統
合
の
財
政
効
果
な
し

問　

予
算
の
学
校
管
理
運
営

事
業
費
は
、
合
併
前
の
30
年

度
と
比
べ
て
、
２
千
２
百
万

円
増
加
し
て
い
る
。

教
育
次
長　

全
体
で
は
指
摘

ど
お
り
。
電
気
代
等
は
減
っ

て
い
る
。

問　

増
え
た
理
由
は
、
ス

ク
ー
ル
バ
ス
運
行
費
用
が
影

響
。
学
校
統
合
で
町
財
政
負

担
の
軽
減
は
な
い
と
い
う
こ

と
。

教
育
次
長　

統
合
は
教
育
環

境
第
一
で
考
え
る
。

借
金
返
済
額
が
財
政
圧
迫

問　

一
つ
一
つ
の
事
業
に

は
、
そ
れ
ぞ
れ
に
「
意
味
と

意
義
」
が
あ
る
。
予
算
計
上

時
に
は
、
各
事
業
、
検
証
か

ら
の
計
画
を
し
っ
か
り
と
示

し
、
理
解
と
熱
意
が
伝
わ
る

丁
寧
な
説
明
に
努
め
、
目
標

や
到
達
点
を
明
確
に
す
る
こ

と
が
、
町
民
に
も
議
会
に
も

「
見
え
る
」
と
い
う
こ
と
。

そ
の
中
で
進
め
る
町
づ
く
り

こ
そ
が
町
民
と
一
体
に
な
っ

家
城
　
功

た
行
政
運
営
で
あ
る
と
信
じ

て
い
る
。

企
財
課
長　

当
然
の
こ
と
で

あ
る
。
各
課
に
対
し
総
合
計

画
に
基
づ
い
た
考
え
方
を
確

認
し
、
町
民
側
の
立
場
で
考

え
、
理
解
の
得
ら
れ
る
形
に

な
る
よ
う
更
に
努
め
て
い

く
。

み
ん
な
で
町
づ
く
り
を

令和４年度一般会計予算に対する討論

反対討論

髙岡伸明（日本共産党与謝野町議員団）
　
「リフレは貴重な観光施設　存続を」

 　町長・町議選を控えた骨格予算で大型事業はない。リフレを指定管理から外し直営の予

算となっている。地元から存続の申し入れがされた。「協議の継続、存続の枠組みを検討する」

という答弁はあったが 7 月以降全く見通しがない予算だ。障害者雇用のモデル施設であり、

「障害者雇用は約束する」といった答弁を期待したが、あいまいな答弁であった。不十分な

内容を含む予算であると判断し、この予算に反対するものである。以上、反対討論とする。

山﨑政史（よさの２１クラブ）
　
「指摘や提案を理解した町政運営を」

　今予算は新規事業を含む投資的経費を抑えた内容であり、高齢化・子育ての社会福祉にも
目を向けた取組みは評価できる。しかし、多くの事業において委員会や議会答弁で意味と意
義、方向性や到達点などが理解しにくい分野もあり、信念と情熱が伝わってこないとも感じ
ている。新年度が始まれば、肉付けや補正などの予算計上もあるが、今議会で指摘や提案の
あった中身も十分に理解し、町民の皆さまにとって有意義な町政運営になることを期待し当
初予算に対する賛成討論とする。

賛成討論

議員名　

　議　案

反
　
対
：
賛
　
成

髙
岡
　
伸
明

永
島
　
洋
視

杉
上
　
忠
義

山
㟢
　
良
磨

下
村
　
隆
夫

安
達
　
種
雄

今
井
　
浩
介

山
㟢
　
政
史

和
田
　
裕
之

河
邉
新
太
郎

浪
江
　
秀
明

渡
邉
　
貫
治

家
城
　
　
功

宮
㟢
　
有
平

多
田
　
正
成

国民健康保険税条例の
一部改正について 11：3 ××○○○○○○×○○○○○－

令和４年度一般会計予算 12：2 ××○○○○○○○○○○○○－

令和４年度国民健康保険
特別会計予算 12：2 ××○○○○○○○○○○○○－

令和４年度後期高齢者医療
特別会計予算 12：2 ××○○○○○○○○○○○○－

議員名　

　議　案

発
言
者
数

髙
岡
　
伸
明

永
島
　
洋
視

杉
上
　
忠
義

山
㟢
　
良
磨

下
村
　
隆
夫

安
達
　
種
雄

今
井
　
浩
介

山
㟢
　
政
史

和
田
　
裕
之

河
邉
新
太
郎

浪
江
　
秀
明

渡
邉
　
貫
治

家
城
　
　
功

宮
㟢
　
有
平

多
田
　
正
成

職員の給与に関する条例の
一部改正について 1 1 －

町営住宅条例の一部改正に
ついて 1 1 －

加悦木工加工施設条例の廃止
について 1 1 －

ツバキ育苗温室条例の廃止
について 4 1 1 1 1 －

旧加悦社会福祉センター解体撤去
工事請負契約の締結について 1 1 －

令和３年度一般会計補正
予算（第７号） 5 1 1 1 1 1 －

令和４年度一般会計予算 16 1 2 1 1 1 1 2 1 1 1 1 3 －

○印は賛成	 ×印は反対	

（議長は賛否同数の時のみ態度を表明し、 議案の賛否を決定します）	
賛否の分かれた議案のみ掲載

3 月議会　賛否一覧3 月議会　発言回数一覧
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新
た
な
活
動
は
あ
る
か髙

岡
伸
明

問　

コ
ロ
ナ
の
影
響
で
産

業
創
出
交
流
セ
ン
タ
ー
の

利
用
者
が
減
っ
て
い
る
。

利
用
状
況
は
ど
う
か
。

商
工
課
長　

コ
ロ
ナ
で
休

館
し
て
い
た
。
み
ら
い
大

学
や
府
の
イ
ベ
ン
ト
を

行
っ
て
い
る
。

問　

新
た
な
利
用
者
が
あ

る
よ
う
に
は
思
え
な
い
。

新
た
な
人
材
を
採
用
し
新

た
な
活
動
が
で
き
る
と
い

う
こ
と
で
あ
っ
た
が
。

商
工
課
長　

若
者
人
材
、

民
間
人
材
を
、
活
用
す
る

予
定
で
あ
っ
た
が
、
今
は

そ
の
状
態
で
は
な
い
。

地
方
バ
ス
路
線
減
額
補
正

安
達
種
雄

問　

地
方
バ
ス
路
線
運
行

維
持
費
が
減
額
提
案
さ
れ

て
い
る
。
総
務
委
員
会
で

は
国
、
府
の
追
加
補
助
金

と
聞
い
て
い
る
が
、
そ
の

理
由
は
。

企
財
課
長　

生
活
交
通
路

線
維
持
費
補
助
金
は
幹
線

の
国
、
府
の
補
助
金
で
、
コ

ロ
ナ
対
策
と
し
て
追
加
が

あ
っ
た
の
で
、
町
の
持
分

を
減
額
し
た
。

問　

こ
の
補
助
金
は
今
後

町
民
の
た
め
の
除
雪

問　

除
雪
後
、
家
の
前
に
雪

の
塊
が
で
き
る
。
多
く
の
方

か
ら
指
摘
を
受
け
て
い
る
。

対
処
し
て
ほ
し
い
。

建
設
課
長　

雪
を
押
す
除
雪

で
、
こ
の
除
雪
方
法
は
家
の

前
に
残
る
が
、や
む
な
し
と
、

ご
理
解
い
た
だ
き
た
い
。

多
く
の
方
の
利
用
を

問　

就
学
援
助
事
業
は
、
条

件
に
合
う
方
た
ち
が
間
違
い

な
く
利
用
で
き
る
よ
う
お
願

い
し
た
い
。

教
育
次
長　

低
所
得
の
家
庭

が
対
象
で
あ
り
、
コ
ロ
ナ
禍

に
よ
る
所
得
減
の
家
庭
に
丁

寧
に
広
報
し
て
い
く
。

内
容
説
明

　

主
た
る
内
容
は
、
本
年
の
大
雪
を
鑑
み
た
雪
害

対
策
緊
急
災
害
復
旧
事
業
の
増
額
や
林
業
施
設
災

害
復
旧
事
業
の
追
加
に
伴
う
増
額
な
ど
で
あ
る
。

又
、
年
度
末
の
た
め
各
種
事
業
の
減
額
補
正
も
提

案
さ
れ
た
。
幾
名
か
の
議
員
か
ら
の
質
疑
の
後
に

全
会
一
致
で
可
決
さ
れ
た
。

継
続
的
と
考
え
て
よ
い
か
。

今
後
ひ
ま
わ
り
バ
ス
運
行
事

業
に
も
配
慮
す
る
べ
き
だ
。

企
財
課
長　

単
年
度
で
の
補

助
金
と
思
う
。
今
後
は
ま
だ

判
ら
な
い
。

被
害
額
に
応
じ
た
支
援
を

永
島
洋
視

問　

雪
害
ハ
ウ
ス
支
援
の
追

加
は
な
い
の
か
。

企
財
課
長　

府
制
度
で
賄
え

な
い
分
を
考
え
た
い
。

内
容
説
明

　

市
町
村
は
毎
年
、
納
付
金
を
基
準
と
し
て
、
独

自
事
業
分
（
保
険
事
業
、
条
例
減
免
等
）
を
加
味

し
て
保
険
料
を
算
出
す
る
必
要
が
あ
る
が
、
本
年

は
町
民
一
人
当
た
り
6
千
5
6
6
円
の
引
き
上
げ

と
な
っ
た
。
質
疑
を
経
て
反
対
討
論
も
行
わ
れ
た

が
、
賛
成
多
数
で
議
案
は
可
決
と
な
っ
た
。

反対討論

永島洋視（日本共産党与謝野町議員団）
　
「引き上げはコロナに追い打ち」

 　この条例改正案は、４年度の国保税を一人当たり６, ５６６円引き上げるもの。新型コロ

ナウイルス感染拡大は、生活を直撃し、長期化に伴い深刻な状況になっている。国保税の引

き上げは、それに追い打ちをかけるもの。基金繰入により引き上げ幅を抑える努力は認める

が、引き上げは見送るべき。　　

　３年度は引き下げ、４年度は引き上げ、これでは生活設計が出来ない。制度上の問題とし

て改善を求める。

例年より多い積雪

町民の大事な交通手段

一
般
会
計
補
正
予
算
第
７
号

国
民
健
康
保
険
税
条
例
の
一
部
改
正
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宮
津
与
謝
消
防
組
合
議
会

令
和
４
年
第
１
回
定
例
会

令
和
４
年
2
月
21
日
開
催

　

令
和
４
年
度
宮
津
与
謝
消

防
組
合
・
一
般
会
計
予
算
で

は
、
予
算
総
額
は
、
歳
入
歳

出
そ
れ
ぞ
れ
10
億
１
７
８
万

円
で
あ
る
。
債
務
負
担
行
為

で
は
、
京
都
府
中
・
北
部
地

域
消
防
指
令
セ
ン
タ
ー
共
同

運
用
に
伴
う
、
整
備
費
用

事
業
費
の
令
和
５
年
度
執
行

予
定
の
１
億
３
千
４
９
０
万

円
が
設
定
。
地
方
債
で
は
整

備
事
業
費
や
高
規
格
救
急

自
動
車
整
備
事
業
費
な
ど
、

１
億
７
千
２
６
０
万
円
が
計

上
さ
れ
て
い
る
。
予
算
は
賛

成
多
数
で
可
決
さ
れ
た
。

　

全
員
協
議
会
で
は
、
消
防

指
令
セ
ン
タ
ー
共
同
運
用
の

進
捗
状
況
の
報
告
が
あ
り
、

年
度
別
計
画
、
実
施
計
画
の

説
明
、
消
防
指
令
シ
ス
テ
ム

整
備
費
や
協
議
会
事
務
費
、

不
随
設
備
費
な
ど
、
宮
津
与

謝
消
防
組
合
が
負
担
す
る

総
事
業
費
は
、
２
億
８
千
，

２
２
７
万
円
と
の
こ
と
で
あ

り
、
年
間
委
託
費
お
よ
び
光

熱
水
費
に
つ
い
て
は
現
在
、

協
議
中
と
の
報
告
が
さ
れ

た
。

報
告
者
／
和
田
裕
之

宮
津
与
謝
環
境
組
合
議
会

令
和
４
年
第
１
回
定
例
会

令
和
４
年
２
月
24
日
開
催

　

定
例
会
に
先
立
ち
、
全
員

協
議
会
で
は
、
公
害
防
止
基

準
（
焼
却
飛
灰
の
ダ
イ
オ
キ

シ
ン
類
濃
度
）
の
再
超
過
に

係
る
対
応
状
況
に
つ
い
て
タ

ク
マ
・
タ
ク
マ
テ
ク
ノ
ス
特

定
運
営
企
業
体
の
川
村
課
長

か
ら
説
明
を
受
け
た
。

・
ダ
イ
オ
キ
シ
ン
類
濃
度
超

過
の
主
な
原
因

　

焼
却
炉
の
ご
み
の
燃
焼
か

ら
発
生
す
る
高
温
の
排
ガ
ス

を
冷
却
す
る「
ガ
ス
冷
却
室
」

に
お
い
て
、
冷
却
す
る
た
め

の
再
利
用
水
（
施
設
内
の
メ

タ
ン
発
酵
槽
で
生
じ
る
汚
水

を
排
水
処
理
設
備
で
一
定
浄

化
し
た
水
）
の
T
O
C
濃
度

が
定
期
点
検
等
の
休
炉
後
に

一
時
的
に
上
昇
し
た
た
め
、

ダ
イ
オ
キ
シ
ン
類
の
再
合
成

の
原
因
と
な
っ
た
。

再
発
防
止
策
と
し
て

・
ガ
ス
冷
却
水
の
常
時
監
視

を
行
う
。
連
続
分
析
計
を
設

置
し
、
ガ
ス
冷
却
水
の
水
質

を
常
時
監
視
す
る
こ
と
で
、

T
O
C
濃
度
を
一
定
値
以
下

に
管
理
す
る
。

・
ガ
ス
冷
却
水
の
T
O
C
濃

度
の
一
時
的
な
上
昇
に
対
す

る
具
体
策
と
し
て
活
性
炭
吸

着
処
理
が
最
も
有
効
な
手
段

と
判
断
し
、
活
性
炭
吸
着
塔

を
水
質
改
善
設
備
と
し
て
設

置
。

　

全
員
協
議
会
に
引
き
続

き
、
本
定
例
会
に
２
議
案
が

提
案
さ
れ
、
2
議
案
と
も
原

案
ど
お
り
可
決
さ
れ
た
。

報
告
者
／
河
邉
新
太
郎

京
都
地
方
税
機
構
議
会

令
和
4
年
2
月
定
例
会

令
和
４
年
２
月
26
日
開
催

第
１
号
議
案　

令
和
４
年
度

一
般
会
計
予
算
歳
入
歳
出

23
億
３
千
２
７
９
万
６
千

円
。
そ
の
内
当
町
の
負
担
額

１
千
９
１
６
万
５
千
円
。
賛

成
多
数
で
可
決
。

第
２
号
議
案　

令
和
３
年
度

一
般
会
計
補
正
予
算
第
１
号

は
、
２
億
３
千
８
１
６
万
円

増
額
。
そ
の
内
当
町
の
負
担

額
１
０
万
８
千
円
。
全
員
賛

成
で
可
決
。

第
３
号
議
案　

京
都
地
方
税

機
構
個
人
情
報
保
護
条
例
の

一
部
改
正
は
、
令
和
４
年
４

月
１
日
の
法
改
正
に
伴
い
改

正
す
る
。賛
成
多
数
で
可
決
。

第
４
号
議
案　

副
広
域
連
合

長
の
選
任
、
奥
田
敏
晴
氏
。

全
員
同
意
。

第
５
号
議
案　

監
査
委
員
の

選
任
、
山
中
一
成
氏
。
全
員

同
意
。　

一
般
質
問
は
２
名
の
議
員
か

ら
一
般
質
問
が
行
わ
れ
た
。

報
告
者
／
多
田
正
成

委
員
会
　
事
務
組
合
報
告

内
容
説
明

　

主
に
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
対

策
事
業
分
と
し
て
計
上
さ
れ
た
補

正
予
算
を
審
議
す
る
た
め
に
、
1

月
臨
時
議
会
が
開
催
さ
れ
た
。
主

た
る
内
容
と
し
て
は
、
第
二
回
目

の
発
行
と
な
る
住
民
生
活
支
援
商

品
券
や
住
民
税
非
課
税
世
帯
等
臨

時
特
別
給
付
金
等
が
挙
げ
ら
れ
る
。

　

前
述
の
商
品
券
事
業
に
つ
い
て

は
特
に
多
く
の
質
問
が
相
次
い
だ

が
、
全
会
一
致
で
補
正
予
算
案
は

可
決
さ
れ
た
。

　

ま
た
、
議
会
側
か
ら
大
学
入
学

共
通
テ
ス
ト
の
丹
後
通
学
圏
受
験

生
に
関
す
る
意
見
書
（
案
）
が
提

出
さ
れ
、
質
疑
、
討
論
を
経
て
、

全
会
一
致
で
可
決
さ
れ
た
。
京
都

府
知
事
、
京
都
府
教
育
委
員
会
教

育
長
宛
に
意
見
書
を
提
出
し
た
。

大学入学共通テストの丹後通学圏受験生に関する意見書

提出者　宮﨑　有平

大学入学共通テストの丹後通学圏受験生に関する意見書

　与謝野町をはじめとする丹後通学圏では、高校進学時に公立普通科を希望する場合、基
本的に丹後通学圏の高校しか選べない。その丹後通学圏の高校 3 年生が、大学入学共通テ
ストを受験する場合、京都市内の試験会場が指定され、４万円を超える経済的負担をしな
がら２泊３日ホテルに宿泊し受験をしている。
　京都府のほとんどの受験生が、日常と変わらず自宅から通い、共通テストを受験できる
のに対し、丹後通学圏の高校生３年生だけが、将来を左右する大切な試験を普段とは訪れ
ることのない土地で、ホテル泊をしながら挑戦することは、身体的にも、精神的にも、大
きなストレスである。また、保護者の経済負担などもあり、不公平な状況となっている。
　大学入学共通テストの受験に当たって、受験生が居住する地域によって地理的・経済的
な不公平が生じることのないよう、京都府立高等学校ＰＴ A からの要望に合わせ、与謝野
町議会としても下記の事項について実現するよう強く要望する。
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　記

１　丹後地域への大学共通テスト試験会場の設置や福知山市内会場での受験を可能とする
よう、関係機関に働きかけを行うこと。

以上、地方自治法第 99 条の規定により意見書を提出する。

―　お詫びと訂正　―

　議会だより第 63号 P９の財産の無償譲渡についての記事において、『株式会社ファーマーズライ
ス』と記載しておりましたが、正しくは『株式会社加悦ファーマーズライス』でした、関係者各位
及び読者の皆様に訂正とお詫び申し上げます。

1
月
臨
時
議
会



一般質問　ここが聞きたい！ 一般質問　ここが聞きたい！一 般 質 問

1011 ※ 原稿はすべて本人が提出しています。 ※ 原稿はすべて本人が提出しています。

問　

昨
年
12
月
議
会
で
野
田
川
社
会
教
育
施

設
の
存
続
に
つ
い
て
、
町
長
の
お
考
え
を

伺
っ
た
。
町
長
は
、
公
共
施
設
管
理
計
画
を

基
に
デ
ザ
イ
ン
会
議
で
判
断
す
る
と
の
答
弁

で
あ
っ
た
。
し
か
し
、
１
月
17
日
の
町
長
出

馬
会
見
で
、
認
定
こ
ど
も
園
は
従
来
の
野
田

川
体
育
館
取
り
壊
し
か
ら
、
既
存
の
こ
ど
も

園
や
保
育
園
に
建
設
す
る
方
針
を
示
さ
れ

た
。
議
場
で
の
答
弁
と
記
者
会
見
発
表
と
大

き
な
差
異
が
あ
る
。
議
場
で
の
発
言
、
記
者

会
見
ど
ち
ら
も
重
い
も
の
だ
。

町
長　

17
日
の
出
馬
会
見
は
選
挙
の
会
見
だ

か
ら
答
弁
は
控
え
る
。
公
職
選
挙
法
に
抵
触

す
る
恐
れ
が
あ
る
。
行
政
と
し
て
は
、
今
後

デ
ザ
イ
ン
会
議
で
意
見
を
聴
き
、
方
向
を
検

討
す
る
。　

ひ
ま
わ
り
バ
ス
祝
日
運
行
を

問　

高
齢
二
人
暮
ら
し
の
家
庭
に
も
免
許
の

返
納
、
運
転
困
難
な
ど
の
家
庭
も
増
え
て
き

て
い
る
。
一
人
暮
ら
し
家
庭
も
多
く
、
ス
ー

パ
ー
へ
食
材
を
求
め
、
ひ
ま
わ
り
バ
ス
を
利

用
さ
れ
て
い
る
人
達
が
祝
日
の
運
行
を
希
望

す
る
声
を
多
く
聞
く
。
こ
れ
は
、
岩
屋
、
奥

滝
、
香
河
の
皆
様
の
声
も
聞
い
て
い
る
。
祝

日
は
年
間
15
日
で
あ
り
、
社
会
的
弱
者
の
た

め
に
ひ
ま
わ
り
バ
ス
祝
日
の
運
行
に
見
直
し

を
す
る
べ
き
と
思
う
が
。

町
長　

先
日
「
乗
り
合
い
タ
ク
シ
ー
」
の
実

証
実
験
を
行
っ
た
。
ス
ー
パ
ー
へ
の
移
動
も

多
く
今
後
の
新
た
な
交
通
手
段
と
し
て
調
整

す
る
。

問　

プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
資
源
循
環
法
に
つ
い
て

町
の
考
え
は
。

町
長　

プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
に
係
る
資
源
循
環
の

促
進
等
に
関
す
る
法
律
に
つ
い
て
は
、
包
括

的
に
資
源
循
環
体
制
を
強
化
す
る
と
し
て
令

和
４
年
４
月
１
日
か
ら
施
行
す
る
こ
と
と
な

る
。
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
使
用
製
品
廃
棄
物
に
つ

い
て
も
リ
サ
イ
ク
ル
で
き
る
よ
う
、
現
在
１

市
２
町
の
容
器
包
装
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
を
運
搬

し
て
い
る
「
公
益
財
団
法
人
日
本
容
器
包
装

リ
サ
イ
ク
ル
協
会
」
で
リ
サ
イ
ク
ル
を
実
施

で
き
る
よ
う
に
な
る
。

　

プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
使
用
製
品
廃
棄
物
の
リ
サ

イ
ク
ル
に
つ
い
て
は
、
宮
津
与
謝
ク
リ
ー
ン

セ
ン
タ
ー
で
対
応
す
る
こ
と
に
な
る
が
、
1

市
2
町
で
統
一
し
た
ゴ
ミ
分
別
収
集
と
処
分

方
法
に
変
更
が
生
じ
る
た
め
、
今
後
、
協
議

す
る
必
要
が
あ
る
。

　

今
後
、
事
業
全
体
が
分
か
る
よ
う
に
な
っ

た
段
階
で
、
１
市
２
町
及
び
宮
津
与
謝
環
境

組
合
と
協
議
を
行
っ
て
い
き
た
い
と
考
え
て

い
る
。

問　

ゴ
ミ
の
分
別
処
理
の
方
法
が
町
で
バ
ラ

バ
ラ
で
あ
り
、
燃
や
す
ゴ
ミ
と
し
て
は
い
け

な
い
の
か
。

町
長　

プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
使
用
製
品
廃
棄
物
に

つ
い
て
は
、
ゴ
ミ
収
集
や
処
理
方
法
を
１
市

２
町
で
足
並
み
を
揃
え
る
必
要
が
あ
る
の
で

環
境
組
合
で
検
討
し
て
い
く
必
要
が
あ
る
。

問　

町
長
出
馬
会
見
に
て
、
野
田
川
地
域
の

こ
ど
も
園
は
既
存
の
こ
ど
も
園
か
保
育
所
の

場
所
に
建
設
す
る
と
発
言
が
あ
っ
た
が
、
い

ま
ま
で
町
長
が
議
会
で
発
言
し
て
き
た
方
針

と
矛
盾
し
て
い
る
が
、
ど
の
よ
う
な
経
緯
で

こ
の
よ
う
に
な
っ
た
の
か
教
え
て
も
ら
い
た

い
。

町
長　

候
補
者
と
し
て
の
公
約
の
一
つ
で
あ

り
行
政
と
し
て
ま
と
め
た
も
の
で
は
な
い
の

で
誤
解
の
な
い
よ
う
に
し
て
ほ
し
い
。
選
挙

を
控
え
て
い
る
の
で
こ
れ
以
上
の
発
言
は
控

え
た
い
。

問　

発
言
を
控
え
る
の
は
公
職
選
挙
法
に
該

当
す
る
懸
念
が
あ
る
か
ら
か
。

町
長　

そ
の
よ
う
に
と
っ
て
も
ら
い
た
い
。

問　

多
く
は
聞
か
な
い
が
、
公
約
と
い
え
ど

も
、
今
ま
で
の
流
れ
か
ら
逸
脱
し
た
発
言
は

如
何
か
と
思
う
。
心
配
し
て
行
政
に
問
い
合

わ
せ
た
町
民
も
い
る
。
デ
ザ
イ
ン
会
議
も
有

識
者
会
議
も
費
用
が
発
生
し
て
い
る
。

町
長　

デ
ザ
イ
ン
会
議
は
こ
ど
も
園
の
問
題

だ
け
で
は
な
く
町
内
の
公
共
施
設
の
問
題
も

話
し
合
っ
て
い
る
こ
と
を
理
解
し
て
も
ら
い

た
い
。

問　

全
国
ま
た
、
与
謝
野
町
に
化
学
物
質
過

敏
症
患
者
は
、
何
人
い
る
か
。

町
長　

人
口
の
7
．
5
％
が
対
象
者
で
あ
る

と
報
告
さ
れ
て
い
る
。
本
町
で
は
、
限
ら
れ

た
方
し
か
把
握
で
き
て
な
い
。

問　

与
謝
野
町
の
患
者
数
は
、
増
え
る
傾
向

に
あ
る
の
か
。

町
長　

本
町
に
お
い
て
も
患
者
数
は
増
加
し

て
い
る
と
推
測
し
て
い
る
。

問　

ど
の
よ
う
な
対
策
が
あ
る
と
考
え
て
い

る
の
か
。

町
長　

一
人
ひ
と
り
が
出
来
う
る
様
々
な
配

慮
を
行
う
こ
と
が
大
切
で
あ
る
。

問　

岩
滝
小
学
校
に
は
2
名
と
聞
い
て
い

る
。
授
業
の
遅
れ
も
あ
る
の
で
は
な
い
か
。

そ
の
対
策
は
。

教
育
長　

特
別
な
教
室
で
担
任
が
つ
い
て
い

る
。
登
校
で
き
た
時
は
、
マ
ン
ツ
ー
マ
ン
で

対
応
し
て
い
る
。

問　

岩
滝
小
学
校
で
は
、
化
学
物
質
過
敏
症

の
生
徒
の
為
に
改
築
工
事
を
行
っ
た
と
聞

く
。中
学
校
で
の
受
け
入
れ
態
勢
は
ど
う
か
。

教
育
長　

中
学
校
で
は
事
前
の
協
議
が
必
要

だ
。
個
人
に
よ
っ
て
症
状
が
違
う
た
め
、
本

人
と
保
護
者
、学
校
と
委
員
会
で
協
議
す
る
。

問　

実
態
調
査
を
行
う
と
と
も
に
患
者
や
家

族
の
生
の
声
を
聞
い
て
い
た
だ
き
た
い
。

（
議
員
提
言
）　

Ａ 
選
挙
前
な
の
で
発
言
控
え
た
い

Ａ 

今
後
、協
議
す
る
必
要
が
あ
る

Ａ 

患
者
数
は
、増
加
し
て
い
る
と
推
測
し
て
い
る

Ａ 

デ
ザ
イ
ン
会
議
で
町
民
の
声
を
聴
く

山﨑良磨　議員

Ｑ 
公
約
と
町
の
方
針
が
矛
盾
し
て
い
る
が

Ｑ 

プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
資
源
循
環
法
に
つ
い
て

Ｑ 

与
謝
野
町
の
患
者
は
増
加
傾
向
か

Ｑ 

野
田
川
体
育
館
等
存
続
に
つ
い
て
伺
う

整合性をもって発言をプラスチックは海洋にも影響

増えるアレルギー

髙岡伸明　議員

下村隆夫　議員

存続はどうなる

安達種雄　議員
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問　

京
の
豆
っ
こ
肥
料
は
、
な
ぜ
、
増
産
が

で
き
な
い
の
か
。

町
長　

原
材
料
に
つ
い
て
は
、
オ
カ
ラ
、
魚

の
ア
ラ
な
ど
の
加
工
工
程
で
発
生
す
る
残
さ

を
有
効
利
用
し
て
い
る
為
、
発
生
量
や
品
質

を
工
場
側
で
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
で
き
な
い
面
が

あ
る
の
に
加
え
コ
ロ
ナ
の
影
響
も
あ
り
、
更

に
不
安
定
さ
が
増
し
て
い
る
。
工
場
職
員
へ

の
労
務
負
荷
が
大
き
い
状
態
で
あ
り
人
員
体

制
上
増
産
に
移
行
で
き
な
い
状
況
に
あ
る
。

問　

魚
の
ア
ラ
に
代
わ
る
も
の
は
考
え
ら
れ

な
い
の
か
。

町
長　

制
度
上
肥
料
製
造
の
生
産
届
、
販
売

届
や
肥
料
成
分
の
表
示
等
が
必
要
と
な
る

為
、
他
の
材
料
を
使
用
す
る
こ
と
は
肥
料
の

「
品
質
の
確
保
等
に
関
す
る
法
律
」
に
抵
触

す
る
こ
と
と
な
り
、
直
ち
に
対
応
す
る
こ
と

は
困
難
な
状
態
で
あ
る
。

問　

肥
料
の
成
分
分
析
は
さ
れ
て
い
る
の

か
。

町
長　

毎
年
、
分
析
を
行
い
許
容
範
囲
内
に

収
ま
っ
て
い
る
こ
と
を
確
認
し
て
い
る
。

問　

今
後
の
供
給
の
見
通
し
は
あ
る
の
か
。

町
長　
「
有
償
で
原
料
を
購
入
す
る
、
ま
た

は
他
の
有
機
質
原
料
を
使
用
し
た
新
肥
料
の

開
発
」
が
有
効
で
あ
る
と
考
え
る
。
ま
た
、

人
員
確
保
・
労
務
環
境
の
改
善
を
図
る
こ
と

と
し
て
い
る
。

問　

電
話
な
ど
で
信
用
さ
せ
、
不
特
定
多
数

の
者
か
ら
現
金
な
ど
を
だ
ま
し
取
る
犯
罪
を

特
殊
詐
欺
と
い
う
。
被
害
者
の
大
半
は
高
齢

者
と
い
う
事
で
当
町
で
も
い
つ
被
害
者
が
出

て
も
お
か
し
く
な
い
状
況
に
あ
る
が
、
被
害

の
現
状
は
。

町
長　

平
成
29
年
１
件
、
平
成
30
年
と
令
和

元
年
０
件
、
令
和
２
年
１
件
、
令
和
３
年
が

４
件
と
な
っ
て
い
る
。

問　

ど
の
よ
う
な
対
策
を
講
じ
て
い
る
の
か
。

町
長　

Ｆ
Ｍ
告
知
放
送
と
文
字
放
送
・
デ
ー

タ
放
送
に
よ
り
注
意
喚
起
す
る
と
共
に
、
注

意
喚
起
チ
ラ
シ
の
各
戸
配
布
を
実
施
し
、
役

場
の
各
庁
舎
の
窓
口
に
も
注
意
喚
起
チ
ラ
シ

を
配
架
し
周
知
し
て
い
る
。

問　

録
音
機
能
を
備
え
た
電
話
機
や
装
置
の

購
入
補
助
な
ど
の
対
応
は
。

町
長　

宮
津
防
犯
協
会
と
宮
津
警
察
署
で
、

高
齢
者
の
特
殊
詐
欺
被
害
防
止
対
策
の
一
環

と
し
て
、
宮
津
・
与
謝
地
域
の
電
気
販
売
店

28
店
舗
で
防
犯
機
能
付
き
電
話
機
購
入
者
へ

の
補
助
事
業
を
し
て
い
る
。

問　

４
年
ぶ
り
に
被
害
件
数
が
増
加
し
手
口

も
よ
り
巧
妙
に
な
り
、
被
害
が
後
を
絶
た
な

い
。
当
町
で
被
害
が
広
が
る
前
に
予
防
を
し

て
お
く
こ
と
が
被
害
を
防
ぐ
有
効
な
手
段
と

さ
れ
て
い
る
現
状
を
踏
ま
え
、
よ
り
良
い
対

策
・
啓
発
活
動
が
な
さ
れ
る
よ
う
願
う
。

町
長　

住
民
の
特
殊
詐
欺
に
対
す
る
意
識
を

高
め
る
こ
と
が
特
殊
詐
欺
を
防
ぐ
一
番
有
効

な
手
段
で
あ
る
。
引
続
き
啓
発
活
動
を
強
化

し
て
い
く
。

問　

町
資
料
で
は
、
昨
年
12
月
に
町
直
営
で

管
理
の
み
に
す
る
こ
と
を
決
定
と
あ
る
。
現

運
営
者
は
７
月
ま
で
は
通
常
ど
お
り
営
業
す

る
と
し
て
い
る
が
、
そ
れ
以
降
の
見
通
し
は

な
く
、
こ
の
ま
ま
で
は
事
実
上
の
閉
鎖
。
閉

鎖
し
て
も
い
い
の
か
。

町
長　

出
来
る
だ
け
継
続
し
た
い
。

問　

地
域
支
援
で
再
開
し
た
施
設
な
の
に
、

地
元
説
明
な
し
の
方
針
決
定
は
問
題
。
滝
・

金
屋
区
長
か
ら
も
申
入
れ
書
が
提
出
さ
れ

た
。

町
長　

地
域
に
報
告
が
遅
れ
た
。
協
議
し
て

方
針
決
定
す
る
。

ク
ア
ハ
ウ
ス
は
特
別
扱
い
か

問　

町
資
料
で
は
、
指
定
管
理
料
増
を
求
め

た
福
祉
会
に
、
財
政
状
況
、
他
施
設
へ
の
影

響
か
ら
困
難
と
あ
る
。
そ
れ
な
ら
指
定
管
理

料
最
高
額
の
ク
ア
ハ
ウ
ス
も
見
直
す
の
か
。

町
長　

個
別
に
考
え
た
い
。

障
害
者
解
雇
を
町
が
支
援

問　

岩
滝
だ
け
特
別
扱
い
だ
。
リ
フ
レ
は
障

害
者
雇
用
の
全
国
モ
デ
ル
と
し
て
テ
レ
ビ
で

紹
介
さ
れ
た
。
今
の
ま
ま
で
は
障
害
者
を
１

年
後
に
解
雇
す
る
こ
と
に
な
る
。
弱
い
立
場

の
人
へ
の
し
わ
寄
せ
で
財
政
危
機
を
乗
り
切

ろ
う
し
て
い
る
。

町
長　

引
き
続
き
就
労
で
き
る
よ
う
枠
組
み

を
つ
く
っ
て
い
き
た
い
。

問　

昭
和
48
年
に
建
設
さ
れ
た
給
食
セ
ン

タ
ー
の
建
設
計
画
は
で
き
て
い
る
の
か
。

町
長　

耐
用
年
数
は
鉄
骨
造
な
の
で
40
年
で

あ
り
今
年
で
築
49
年
が
経
過
し
て
い
る
。
建

替
え
を
含
め
た
対
策
を
講
じ
る
時
期
に
来
て

い
る
の
は
確
か
。
ま
た
、
衛
生
管
理
基
準
へ

の
適
合
も
十
分
で
は
な
い
。
令
和
元
年
度
に

立
ち
上
げ
た
学
校
給
食
あ
り
方
検
討
委
員
会

の
議
論
等
を
整
理
し
、
基
本
計
画
を
策
定
し

て
い
る
と
こ
ろ
。
最
短
で
令
和
８
年
供
用
開

始
を
目
指
し
た
い
。

問　

人
事
異
動
も
あ
り
話
が
全
く
聞
こ
え
て

こ
な
い
が
、
議
論
さ
れ
て
い
る
の
か
。

教
育
長　

令
和
２
年
度
か
ら
４
年
度
に
お
い

て
議
論
が
進
ん
で
い
な
い
。
ご
指
摘
を
頂

き
、
改
め
て
議
論
を
進
め
な
け
れ
ば
と
強
く

感
じ
た
。

問　

給
食
セ
ン
タ
ー
は
何
よ
り
も
優
先
し
て

や
ら
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
重
要
な
事
業
。
住

民
や
保
護
者
の
皆
様
の
不
安
も
募
る
。
進
ま

な
い
要
因
は
何
か
。

町
長　

財
源
の
問
題
も
あ
る
。
過
疎
等
の
財

政
措
置
や
辺
地
等
の
あ
り
方
に
つ
い
て
確
定

で
き
な
か
っ
た
。
そ
の
中
で
教
育
委
員
会
で

の
議
論
が
止
ま
っ
て
し
ま
っ
た
と
い
う
の
が

否
め
な
い
現
実
と
認
識
し
て
い
る
。
早
急
に

整
備
を
進
め
て
行
く
。

教
育
長　

財
政
状
況
等
も
あ
る
が
、
な
る
べ

く
早
急
に
方
向
性
を
出
し
て
、
建
設
さ
れ
る

こ
と
を
願
い
た
い
。

Ａ 
具
体
的
な
計
画
を
お
示
し
で
き
な
い
状
況

Ａ 

意
識
を
高
め
、啓
発
活
動
を
強
化
し
て
い
く

Ａ 

出
来
る
限
り
継
続
し
た
い

Ａ 

材
料
の
確
保
が
困
難
で
あ
る

Ｑ 
給
食
セ
ン
タ
ー
建
設
の
話
が
聞
こ
え
な
い

Ｑ 

特
殊
詐
欺
へ
の
対
策・啓
発
を

山﨑政史　議員

Ｑ 

こ
の
ま
ま
で
は
、リ
フ
レ
は
閉
鎖

Ｑ 

町
の
有
機
農
法
は

移転先はどこに

𫝆井浩介　議員

どうなるリフレ

みんなで防ごう特殊詐欺

町の主要産業の１つ

永島洋視　議員浪江秀明　議員
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問　

病
気
の
親
の
世
話
や
家
事
な
ど
に
追
わ

れ
る
18
歳
未
満
の
子
ど
も
を
「
ヤ
ン
グ
ケ
ア

ラ
ー
」
と
呼
ん
で
い
る
。
本
町
の
現
状
に
つ

い
て
問
う
。

町
長　

現
在
、
町
と
し
て
ヤ
ン
グ
ケ
ア
ラ
ー

と
捉
え
て
い
る
ケ
ー
ス
は
な
い
。

問　

行
政
側
の
対
応
策
に
つ
い
て
問
う
。

町
長　

児
童
生
徒
を
注
意
深
く
見
守
る
こ
と
、

早
期
発
見
、
実
態
把
握
に
努
め
、
要
保
護
児

童
対
策
地
域
協
議
会
に
お
い
て
は
、
情
報
共

有
で
き
る
関
係
機
関
と
連
携
し
、
家
庭
全
体

の
支
援
に
つ
な
げ
る
。

廃
校
施
設
の
利
用
を
問
う

問　

廃
校
施
設
を
、
今
後
ど
の
よ
う
に
し
て

活
用
す
る
の
か
。

町
長　

町
有
財
産
活
用
推
進
委
員
会
に
お
い

て
行
政
財
産
と
し
て
他
の
公
共
目
的
の
活
用
、

地
域
で
の
活
用
、
そ
し
て
民
間
に
お
け
る
活

用
の
順
で
検
討
す
る
。

問　

す
で
に
決
ま
っ
て
い
る
施
設
に
つ
い
て

問
う
。

町
長　

校
舎
に
つ
い
て
は
現
在
の
と
こ
ろ
決

ま
っ
て
な
い
。

置
き
勉
に
つ
い
て
問
う

問　

授
業
の
増
加
で
荷
物
は
一
層
増
え
て
い

る
為
、
生
徒
の
負
担
が
大
き
い
と
思
わ
れ
る
。

教
育
長　

各
学
校
と
し
て
は
、
何
を
持
ち
帰

ら
せ
る
か
、
何
を
学
校
に
置
く
こ
と
が
出
来

る
か
、
工
夫
し
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。

バ
ス
通
学
に
つ
い
て
問
う

問　

岩
屋
か
ら
市
場
小
へ
通
う
児
童
の
安
心

安
全
の
た
め
に
バ
ス
通
学
が
妥
当
だ
と
思
う
。

教
育
長　

岩
屋
地
区
の
子
ど
も
た
ち
に
は
負

担
を
か
け
る
こ
と
に
な
る
が
、
現
時
点
で
は

地
域
の
皆
さ
ん
の
見
守
り
、
ご
支
援
、
ご
協

力
を
い
た
だ
き
な
が
ら
、
現
状
ど
お
り
徒
歩

に
て
お
願
い
し
た
い
。

問　

令
和
３
年
度
予
算
審
議
で
町
長
の
言
っ

て
い
た
３
つ
の
「
み
」
と
は
。

町
長　
「
み
ん
な
」「
み
ら
い
」「
み
え
る
」

で
あ
る
。
行
政
運
営
を
進
め
て
い
く
上
で
の

理
念
で
あ
る
。

問　

全
く
活
か
さ
れ
て
い
な
い
よ
う
に
感
じ

る
が
。

町
長　

そ
う
い
っ
た
現
状
は
否
め
な
い
。
情

報
発
信
と
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
に
充
実
を

図
り
、
町
民
の
理
解
と
協
力
の
得
ら
れ
る
町

政
運
営
に
努
め
る
必
要
が
あ
る
。

問　

厳
し
い
財
政
下
に
お
い
て
各
課
か
ら
提

出
さ
れ
て
い
る
予
算
や
事
業
に
対
し
、
こ
だ

わ
り
や
説
得
性
が
各
説
明
か
ら
見
え
て
こ
な

い
が
。

町
長　

行
政
の
考
え
方
が
、
理
解
さ
れ
る
伝

え
方
を
す
る
よ
う
に
指
示
は
し
て
い
る
。

問　

財
政
健
全
化
の
大
き
な
一
つ
に
「
公
共

施
設
の
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
」
が
あ
る
。
そ
の
協

議
に
必
要
な
カ
ル
テ
の
作
成
は
で
き
て
い
る

の
か
。

町
長　

現
在
最
終
段
階
で
作
成
を
行
っ
て
い

る
。

問　

行
政
が
収
益
を
得
る
仕
組
み
づ
く
り
に

つ
い
て
も
、
早
急
に
考
え
る
べ
き
。
町
民
も

巻
き
込
ん
だ
知
恵
の
集
結
が
必
要
で
は
な
い

か
。

町
長　

同
感
で
あ
り
町
民
理
解
と
協
力
を
得

ら
れ
る
仕
組
み
づ
く
り
に
力
を
入
れ
て
い
く

必
要
が
あ
る
と
感
じ
て
い
る
。
強
化
を
図
る
。

問　

コ
ロ
ナ
対
策
支
援
事
業
も
含
め
、
各
事

業
に
お
い
て
も
常
に
検
証
し
、
次
に
備
え
る

こ
と
が
必
要
で
は
。

町
長　

常
に
考
え
て
い
く
。

問　

東
京
一
極
集
中
の
是
正
を
図
る
こ
と
を

目
的
と
し
て
22
年
度
中
に
は
「
新
・
文
化

庁
」
が
京
都
に
来
る
。
文
化
庁
の
事
業
例
に

文
化
財
を
活
か
し
た
「
広
域
文
化
観
光
」
と

ま
ち
づ
く
り
の
推
進
が
あ
る
。
町
も
早
く

「
町
文
化
財
保
存
活
用
地
域
計
画
」
を
完
成

さ
せ
る
こ
と
が
重
要
で
あ
る
。
町
文
化
財
の

価
値
を
高
め
る
こ
と
は
、
本
町
を
訪
れ
る

人
々
に
、
町
に
対
す
る
「
共
感
」
を
呼
ぶ
こ

と
に
な
る
。
具
体
的
に
は
、「
旧
加
悦
町
役

場
庁
舎
」「
旧
加
悦
鉄
道
駅
舎
」
を
立
体
的

に
保
存
・
活
用
。
さ
ら
に
は
、
国
の
重
要
文

化
財
の
２
号
機
関
車
の
移
転
が
完
成
す
る
と
、

「
町
の
産
業
遺
産
と
歴
史
・
文
化
」
の
情
報

発
信
力
は
数
段
高
め
る
こ
と
が
出
来
る
。
町

は
具
体
的
な
ま
ち
づ
く
り
構
想
を
発
表
す
る

時
に
き
て
い
る
。

町
長　

価
値
付
け
が
明
確
で
な
か
っ
た
文
化

財
を
ま
ち
づ
く
り
に
活
か
し
、
地
域
全
体
で

取
組
ん
で
い
く
体
制
づ
く
り
を
整
備
し
て
い

く
。
共
通
し
た
歴
史
文
化
を
有
す
る
「
丹

後
」
と
い
う
広
域
圏
の
取
り
組
み
も
重
要
で

あ
る
と
考
え
て
い
る
。

行
政
改
革
大
網

問　

重
要
課
題
で
あ
る「
財
政
再
建
」と
多
様
な

主
体
が
協
働
し
た
ま
ち
づ
く
り
の
現
状
を
問
う
。

町
長　

公
債
費
の
抑
制
や
行
政
内
部
経
費
の

見
直
し
、
下
水
道
会
計
の
繰
出
金
の
抑
制
等

に
取
組
ん
で
い
る
。
地
域
主
体
の
包
括
的
な

「
小
規
模
自
治
」
が
重
要
に
な
る
。

　

ロシアによるウクライナ侵略を強く非難する決議
　ウクライナをめぐる情勢については、昨年以来、国境付近におけるロシア軍増強が続く中、我が国を含む国
際社会が緊張の緩和と打開に向けて懸命な外交努力を重ねてきた。
　しかし、２月２１日プーチン・ロシア大統領はウクライナの一部である自称「ドネツク人民共和国」及び「ル
ハンスク人民共和国」の「独立」を一方的に承認する大統領令に署名し、２月２４日ロシアはウクライナへの
武力攻撃、侵略を開始した。
　今回の行動は、明らかにウクライナの主権、一体性を侵害し、武力の行使を禁ずる国際法の深刻な違反であり、
国連憲章に反するものである。この事態は欧州にとどまらず、日本が位置するアジアを含む、法の支配に基づ
く国際秩序に対する挑戦であり、その根幹を揺るがしかねない暴挙である。このようなロシアの力による侵略
行為は断じて認められず最も強い言葉で非難する。
　ロシアは国際社会の強い自制の求めにかかわらず、侵略行為を継続しており、首都キエフ（現呼称はキーウ）
にまで侵攻し、市民への被害の拡大も深く憂慮される。
　与謝野町議会は、日本国憲法が掲げる平和主義のもと、国際社会の恒久平和を世界に訴えつつ、ウクライナ
の主権・一体性・独立を支持することを改めて表明し、日本政府が経済制裁や人道支援において、国際社会と
一致した措置をとることを支持する。重ねてロシアに対し、即時に攻撃を停止し、部隊を撤収するよう強く求める。
　以上、決議する。

　　令和４年３月４日
与謝野町議会　

令和 4 年 3 月 4 日の本会議において下記決議が全会一致で可決されました

ちりめん街道

Ａ 
地
域
社
会
総
が
か
り
で
文
化
財
を
未
来
へ
受
け
継
ぐ

Ａ 

町
民
の
た
め
に
何
を
す
べ
き
か
を
念
頭
に
取
り
組
む

Ａ 

現
在
町
と
し
て
該
当
者
は
い
な
い

Ｑ 
町
文
化
財
保
存
活
用
地
域
計
画
を
問
う

Ｑ 

次
を
見
据
え
た
検
証
と
考
え
方
が
必
要

Ｑ 

ヤ
ン
グ
ケ
ア
ラ
ー
に
つ
い
て
問
う

杉上忠義　議員

河邉新太郎　議員

家城　功　議員

３つの『み』
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